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　連結業績

1-1.　連結業績　2011年度(2012年3月期）　

※公表・・・2012年2月3日に公表した「2012年3月期　第3四半期決算短信」の数値※公表・・・2012年2月3日に公表した「2012年3月期　第3四半期決算短信」の数値

単位：百万円、％

　増減額 　増減率
2010年度
（11/3期）

2011年度
（12/3期）

売上高 133,705 136,621 2,916 2.2 137,000 △379 - -

営業利益 3,085 1,023 △2,061 △66.8 1,000 23 2.3 0.7

経常利益 3,285 975 △2,309 △70.3 800 175 2.5 0.7

当期純利益 1,796 571 △1,224 △68.2 500 71 1.3 0.4

利益率

2010年度
（11/3期）

2011年度
（12/3期）

公表
公表

増減額

対前年

税制改正に伴う影響額（繰延税金資産取崩額）　△540百万円



増減額 増減率 増減額 増減率
2010
年度

2011
年度

機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ 47,013 51,500 4,487 9.5 4,114 3,587 △526 △12.8 8.8 7.0

ｱﾊﾟﾚﾙ 74,524 72,948 △1,575 △2.1 993 192 △800 △80.7 1.3 0.3

ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ 13,396 13,424 27 0.2 1,497 920 △577 △38.5 11.2 6.9

ｾｸﾞﾒﾝﾄ計 134,934 137,873 2,939 2.2 6,604 4,700 △1,903 △28.8 4.9 3.4

全社・消去 -1,229 -1,252 △23 - -3,519 -3,677 △157 - - -

合　計 133,705 136,621 2,916 2.2 3,085 1,023 △2,061 △66.8 2.3 0.7

2011年度
(12/3期）
年間実績

営業利益率
売　　上 　　高 営　業　利　益

対前年
2010年度
(11/3期）
年間実績

2010年度
(11/3期）
年間実績

2011年度
(12/3期）
年間実績

対前年

(単位：百万円/％）

3

1-2. ｾｸﾞﾒﾝﾄ別　売上高・営業利益　
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 退職給付数理差異償却 -2,247 -2,492 △245

 退職給付信託設定益 969 4,076 3,107

          退職給付関連計 -1,278 1,583 2,862

 投資有価証券評価損 -8 0 8

投資有価証券関連計 -8 0 8

 固定資産売却益 484 81 △403

 固定資産売却及び除却損 -133 -166 △33

固定資産処分関連計 350 -84 △434

 事業構造改善損失 -287 0 287

 前橋違約金収入 1,337 0 △1,337

 災害に伴う損失 -223 0 223

 資産除去債務　過年度償却費 -62 0 62

 その他特別損益 -112 -158 △46

特別損益合計 -268 1,339 1,607

（単位：百万円）

2010年度
(11/3期）
年間実績

増減
2011年度
(12/3期）
年間実績

1-3. 特別損益　
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単位：百万円

2010年度
(11/3期）
年間実績

2011年度
(12/3期）
年間実績

増減

流動資産 67,722 75,392 7,669

　現金及び預金 6,905 6,078 △826

　受取手形・売掛金 27,122 29,547 2,424

　棚卸資産 29,532 35,562 6,027

固定資産 96,194 93,125 △3,069

　　有形固定資産 67,468 68,746 1,278

　　無形固定資産 2,190 1,916 △274

　投資その他資産 26,536 22,462 △4,073

資産合計 163,917 168,517 4,599

流動負債 35,257 43,344 8,086

固定負債 15,313 14,975 △338

負債合計 50,571 58,319 7,748

株主資本 112,900 111,752 △1,147

　　資本金 26,071 26,071 ‐

　　資本剰余金 14,082 14,080 △2

　　利益剰余金 80,033 79,255 △777

　　自己株式 △7,286 △7,655 △368

少数株主持分 697 964 267

純資産合計 113,345 110,197 △3,148

負債及び純資産合計 163,917 168,517 4,599

　168,517百万円　 （対前期末　4,599百万円増加）

＜棚卸資産＞　　　　　2010年度　　 2011年度　　　増減

　　機能Ｓ　　　　　　　　　8,963　　　 9,884 921

　　ｱﾊﾟﾚﾙ　　　　　　　　 20,255　　　 25,337　　 5,082

＜投資有価証券＞　　 16,698 12,538 △4,160

　　168,517168,517百万円百万円　 （対前期末　4,599百万円増加）

＜棚卸資産＞　　　　　2010年度　　 2011年度　　　増減

　　機能Ｓ　　　　　　　　　8,963　　　 9,884 921

　　ｱﾊﾟﾚﾙ　　　　　　　　 20,255　　　 25,337　　 5,082

＜投資有価証券＞　　 16,698 12,538 △4,160

　58,319百万円　 （対前期末　7,748百万円増加）
＜株主還元＞　　　　　 2010年度　　 2011年度　　　増減
ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ　　　　　12,800　　　　　19,600 　　6,800　
　　　
長期借入金　　　　　　　　5,175 　　7,678　　　　2,502　
　　　　　
退職給付引当金　　　　　4,623 　　2,147　　　△2,448　

　　58,31958,319百万円百万円　 （対前期末　7,748百万円増加）
＜株主還元＞　　　　　 2010年度　　 2011年度　　　増減
ｺﾏｰｼｬﾙﾍﾟｰﾊﾟｰ　　　　　12,800　　　　　19,600 　　6,800　
　　　
長期借入金　　　　　　　　5,175 　　7,678　　　　2,502　
　　　　　
退職給付引当金　　　　　4,623 　　2,147　　　△2,448　

負債合計負債合計

1-4. 貸借対照表　
資産合計資産合計

　　　　　　　　　　　　　　 　2010年度　　 2011年度　　　増減

　自己資本比率（％）　　　　　68.6　　　　　　64.7　　　　△3.9

　ＥＰＳ（円）　　　　　　　　　　 9.23　　　　　　2.96 　　 △6.27　

　ＢＰＳ（円） 　　　　　　　　　582.39　　　　568.89　　　△13..5　

　　　　　　　　　　　　　　 　2010年度　　 2011年度　　　増減

　自己資本比率（％）　　　　　68.6　　　　　　64.7　　　　△3.9

　ＥＰＳ（円）　　　　　　　　　　 9.23　　　　　　2.96 　　 △6.27　

　ＢＰＳ（円） 　　　　　　　　　582.39　　　　568.89　　　△13..5　

経営指標経営指標

純資産合計純資産合計

　110,197百万円　 （対前期末　3,148百万円減少）

　　　　　　　　　　　　　　 2010年度　　 2011年度　　　増減

　株主資本　　　　　　　　　112,900　　　111,752　 △1,147

　有価証券評価差額 2,592 430 △2,162

　　110,197110,197百万円百万円　 （対前期末　3,148百万円減少）

　　　　　　　　　　　　　　 2010年度　　 2011年度　　　増減

　株主資本　　　　　　　　　112,900　　　111,752　 △1,147

　有価証券評価差額 2,592 430 △2,162



成長事業への積極投資 と 新規分野の開発･拡販

■機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

　　　＜電子部品＞ 透過型静電容量ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ（PCAP）の生産能力増強

　　　　　　　　　　　　　　→　ｽﾊﾟｯﾀ機＆ｺｰﾃｨﾝｸﾞ機の増設と印刷・組立能力拡大

　　　＜ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ＞　 複合ﾅｲﾛﾝ2号機増設・稼動

■ｱﾊﾟﾚﾙ事業　　　　　

　　　＜ｲﾝﾅｰ＞　　 差異化技術（ｶｽﾀﾏｲｽﾞ）の確立

　　　＜繊維資材＞ 自動車向けなど産業資材市場の開拓及び拡販

■ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ事業

　　　＜不動産＞ 「前橋SC」ﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ、「つかしん（にしまち）」再開発着手

■機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

　　　＜電子部品＞　ﾌｨﾙﾑを含む半製品販売拡大と細線技術の確立　

　　　＜新規事業＞　 光学ﾌｨﾙﾑの早期事業化による経営貢献

■ｱﾊﾟﾚﾙ事業　　　　

　　　＜ｲﾝﾅｰ＞　　　　 NB商品の再強化

　　　　　　　　　　　　　　新規ﾁｬﾈﾙ（直販ﾋﾞｼﾞﾈｽ）の早期事業拡大

　 ｶｽﾀﾏｲｽﾞ事業の拡大

成　果

課　題

成

長

確

保
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2-1．2011年度・主要課題の進捗＜成果と課題①＞ 　



ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販売の拡大

■機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

　 　 ＜電子部品＞　　 日本・中国・台湾の三国連携による生産・販売体制確立　　

　　　＜ﾒﾃﾞｨｶﾙ＞　 　中国での独自販売体制の確立及び東南ｱｼﾞｱでの販売拡大

■ｱﾊﾟﾚﾙ事業　　　　

　　　＜ｲﾝﾅｰ＞　　 　 北京愛慕郡是公司設立などによる販売体制の確立

　　　＜ﾚｯｸﾞ＞　　 　 中国市場に向けた企画・生産・販売体制の整備

　　　＜繊維資材＞　　 中国・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ工場を利用した自動車用資材の拡販　　　　　　

■機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

＜ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ＞　　　 海外関係会社(米国・中国・欧州）の経営改善

　　　＜ﾒﾃﾞｨｶﾙ＞ 　中国市場深耕のための体制作り（薬事認証・生産体制）　

■ｱﾊﾟﾚﾙ事業　　　　

　　　＜ｲﾝﾅｰ＞　　 　中国市場でのｸﾞﾝｾﾞﾌﾞﾗﾝﾄﾞの認知度向上と東南ｱｼﾞｱ市場の開拓

　　　＜ﾚｯｸﾞ＞　　 　海外（現地）のﾆｰｽﾞに合わせた商品開発　

成

長

確

保

成　果

課　題
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2-2．2011年度・主要課題の進捗＜成果と課題②＞ 　



事業構造改革 と 収益力強化

■機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

　　　＜ﾒｶﾄﾛ＞　　　　 中国子会社（北京北人郡是）活用によるｺｽﾄ削減　　　

■ｱﾊﾟﾚﾙ事業　　　　　

　　　＜ﾚﾃﾞｨｽｲﾝﾅｰ＞　不採算ﾗﾝﾌｧﾝｺｰﾅｰからの撤退による収益改善

　　　　　　　　　　　　 　　ｲﾝﾅｰ、ﾗﾝﾌｧﾝ一体化によるMD戦略の推進

　　　　　　　　　　　　　　 新ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ「KIREILABO」のｺｰﾅｰ化推進　

■機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

　　　＜電子部品＞　 　価格競争力及び生産性の向上（歩留り改善、稼働率ｱｯﾌﾟ）

■ｱﾊﾟﾚﾙ事業　　　　

　　　＜ｲﾝﾅｰ＞　　　 市場の変化に即応した柔軟な生産・SCM体制の確立

　　　＜ﾚｯｸﾞ＞ 中国・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ工場の生産体制の整備と生産性向上

成　果

課　題

体

質

強

化
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2-3．2011年度・主要課題の進捗＜成果と課題③＞
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『破殻成長』の信念で、顧客・市場の激変に迅速に対応した『破殻成長』の信念で、顧客・市場の激変に迅速に対応した

商品開発と仕組み改革を実行し、顧客満足と企業価値向上を実現する商品開発と仕組み改革を実行し、顧客満足と企業価値向上を実現する

成長確保成長確保

（1）　顧客メリットを明確にした特長商品・サービスを開発する

（2）　グローバル販売を積極展開し収益力を強化する

（3）　重点投資・新規事業の早期経営貢献を実現する

体質強化体質強化

（1）　不連続コスト改革を含む１/２革新運動でコスト競争力を強化する

（2）　グローバル最適SCM体制と経営資源の有効活用を実現する

（3）　商品特性・ユーザー要求に効率対応する仕組みを構築する

経営基盤強化経営基盤強化

（1）　品質・コスト・デリバリーとCSR力を強化しグンゼブランド価値を向上させる

（2）　省エネ・省資源を徹底し環境経営を進化させる

（3）　多様な人財の育成と技術の伝承・向上により市場対応力を強化する

3-1. 2012年度　経営方針　
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(単位：百万円/％）

3-2. 連結業績予想　

増減額 増減率
2011
年度

2012
年度

売上高 136,621 141,500 4,879 3.6 - -

営業利益 1,023 3,600 2,577 251.9 0.7 2.5

経常利益 975 3,400 2,425 248.7 0.7 2.4

当期純利益 571 1,600 1,029 180.2 0.4 1.1

2011年度
（12/3期）

実績

2012年度
（13/3期）

計画

利益率対前年



増減額 増減率 増減額 増減率
2011
年度

2012
年度

機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ 51,500 55,300 3,800 7.4 3,587 4,240 653 18.2 7.0 7.7

ｱﾊﾟﾚﾙ 72,948 73,700 752 1.0 192 2,060 1,868 972.9 0.3 2.8

ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ 13,424 13,800 376 2.8 920 1,200 280 30.4 6.9 8.7

ｾｸﾞﾒﾝﾄ計 137,873 142,800 4,927 3.6 4,700 7,500 2,800 59.6 3.4 5.3

全社・消去 -1,252 -1,300 △48 - -3,677 -3,900 △223 - - -

合　計 136,621 141,500 4,879 3.6 1,023 3,600 2,577 251.9 0.7 2.5

◇通期予想

2011年度
(12/3期）

実績

2011年度
(12/3期）

実績

2012年度
(13/3期）

計画

対前年
営業利益率

売　　上 　　高 営　業　利　益

2012年度
(13/3期）

計画

対前年(単位：百万円/％）

11

3-3. ｾｸﾞﾒﾝﾄ別　売上高・営業利益　
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単位：百万円

単位：百万円設備投資

減価償却費

※固定資産編入ﾍﾞｰｽ

3-4.　設備投資と減価償却及びｺｽﾄﾀﾞｳﾝ　

2010年度
（11/3期）

実績

2011年度
（12/3期）

実績

2012年度
（13/3期）

計画

機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ 2,325 9,097 5,800

ｱﾊﾟﾚﾙ 1,870 1,191 1,500

ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ 311 1,423 2,000

本社他 1,489 356 500

合　計 5,997 12,069 9,800

2010年度
（11/3期）

実績

2011年度
（12/3期）

実績

2012年度
（13/3期）

計画

機能ｿﾘｭｰｼｮﾝ 3,680 3,993 4,400

ｱﾊﾟﾚﾙ 2,011 1,966 1,400

ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ 1,316 1,369 1,400

本社他 890 841 1,000

合　計 7,898 8,171 8,200
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電力供給問題 国内平板市場の縮小

海外安価品の流入

重　

点　

戦　

略

＜国内事業＞　　　・平板収縮ﾌｨﾙﾑ　　　→　国内市場の縮小に対し、ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ＆薄膜化で対応

　　　　　　　　　　　　・OPPﾌｨﾙﾑ　　　　　　→　防曇市場での更なる深耕と差異化商品の開発

　　　　　　　　　　　　・複合ﾅｲﾛﾝﾌｨﾙﾑ　　 →　ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞﾅｲﾛﾝの拡販と用途開発

　　　　　　　　　　 ・多層ｼｰﾄ　 →　新商品の拡販による事業基盤の強化

＜海外事業＞　 ・米　国　　　　　　　 →　平板ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ商品の拡販

　 　　　　　　　　 ・欧　州　　　　　　　 →　抜本的な経営改善の実施

　 　　　　　　　　 ・中　国　　　　　　　 →　平板ﾌｨﾙﾑを中心とした事業拡大

価格競争の激化

原料樹脂価格の高騰ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

販売単価の下落多品種少量化＆短命化 低価格化の進行

海外ﾒｰｶｰの台頭欧米の景気低迷 市場競合の激化ｴﾝﾌﾟﾗｴﾝﾌﾟﾗ

＜ｶﾗｰ機用中間転写ﾍﾞﾙﾄ＞

　　　 ・高画質（ﾊｲｴﾝﾄﾞ）対応弾性ﾍﾞﾙﾄなど　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市場要望に対応した商品開発推進

　　　 ・量販市場（ﾐﾄﾞﾙ＆ﾛｰｴﾝﾄﾞ）対応転写ﾍﾞﾙﾄ　　　　　　

＜ＯＡ関連（含ﾌｯ素樹脂薄肉ﾁｭｰﾌﾞ） ＞　

　　　 ・高付加価値化（無折目薄肉ﾁｭｰﾌﾞ）とｺｽﾄﾀﾞｳﾝによるｼｪｱｱｯﾌﾟ

＜ﾌｯ素樹脂一般産業用途＞

　　　 ・既存技術の応用による新商品・新市場開拓

重　

点　

戦　

略

4-1. 機能S事業＜ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・ｴﾝﾌﾟﾗ＞事業の経過と戦略　
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重　

点　

戦　

略

ｶﾞﾗｽPCAPの単価下落

Appleの1人勝ち

細線技術・狭配線化対応

低消費電力・薄型・軽量

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ市場の拡大

＜販売戦略＞　　

　　　・薄型・軽量、ｳﾙﾄﾗﾌﾞｯｸ向けにﾌｨﾙﾑPCAPの受注獲得

　　　　　【中・大型PCAP】　　→　PC・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ市場向けにﾌｨﾙﾑPCAPで拡販

　　　　　【小型PCAP】　　　 →　中国ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ市場向けに半製品で拡販　　　

＜開発戦略＞　

　　　・細線ﾊﾟﾀｰﾝの技術開発 (L/S 90μ　→　L/S 60μへ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※L/S・・・Ｌ（ﾗｲﾝ）＆Ｓ（ｽﾍﾟｰｽ）回路線の幅と回路線の間のｽﾍﾟｰｽ幅

　　　・ＩＴＯﾌｨﾙﾑ（薄型・低抵抗）、厚手粘着（OCA）の開発

＜生産面での課題＞

　　　・生産性・歩留り及び工場稼働率の向上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電子部品電子部品

重　

点　

戦　

略

　 ・中国の研究・開発体制と新工場の円滑な立上げによる中国市場の深耕

　 ・ﾀｲ・ﾍﾞﾄﾅﾑなど東南ｱｼﾞｱやﾄﾙｺなど新市場開拓

　 ・新商品（血糖値ｾﾝｻｰ）の拡販

　 ・国内生産能力の増強　（人工皮膚、縫合補強材など）

認証制度の変更医療市場の拡大 競争激化 治験費用の増大ﾒﾃﾞｨｶﾙﾒﾃﾞｨｶﾙ

4-2.機能S事業＜電子部品・ﾒﾃﾞｨｶﾙ＞事業の経過と戦略
Windows8・ｳﾙﾄﾗﾌﾞｯｸの発売

血糖値ｾﾝｻｰ血糖値ｾﾝｻｰ



重　
　
　

点　
　
　

戦　
　
　

略

＜ﾁｬﾈﾙ戦略＞

　 　・地域量販店でのNB商品の拡販　　　　　・直販ﾋﾞｼﾞﾈｽの拡大と早期経営貢献

＜販売戦略＞

　　（紳士）　　　　　・BODY WILD　→　2012ＳＳ　新ｷｬﾗｸﾀｰ「桐谷　美玲」起用

（紳士・婦人）　 ・ｼｰｽﾞﾝ商品（COOL MAGIC & HOT MAGIC） →機能ｱｯﾌﾟした新商品の投入

　　　　　　　　　　 ・綿回帰傾向による拡販（快適工房ほか）

　　 （婦人） ・KIREILABO（ｷﾚｲﾗﾎﾞ）　　　　→ｴｲｼﾞﾝｸﾞ世代（40代～）市場での拡販

＜海外戦略＞

　　　　・中国との合弁会社（北京愛慕郡是）によるｺｰﾅｰ化推進　　　　・海外Web販売

＜ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ＞

　　　　・ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ（小ﾛｯﾄ、短納期）による効率生産体制作り

市場競争の激化海外労務費を含むｺｽﾄｱｯﾌﾟ PBの拡大・同質化/NBの取扱い減少

新用途（ｽﾎﾟｰﾂ・ｳｴﾙﾈｽ等）市場拡大綿製品への回帰傾向機能性ｲﾝﾅｰの供給過剰

15

ｲﾝﾅｰｳｴｱｲﾝﾅｰｳｴｱ

4-3． ｱﾊﾟﾚﾙ事業＜ｲﾝﾅｰｳｴｱ＞事業の経過と戦略　

ＢＯＤＹＷＩＬＤ新ｷｬﾗｸﾀｰ

桐谷　美玲

ＢＯＤＹＷＩＬＤ新ｷｬﾗｸﾀｰ

桐谷　美玲
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重　

点　

戦　

略

ﾄﾚﾝﾄﾞ商品（ﾚｷﾞﾝｽ・柄物）が一巡ﾃﾞﾌﾚ継続・消費低迷

機能・実用商品 志向節電対応

ﾐﾆﾎﾞﾄﾑﾄﾚﾝﾄﾞの継続

＜ﾁｬﾈﾙ戦略＞

　　・ﾒﾃﾞｨｶﾙ・ﾄﾞﾗｯｸﾞﾙｰﾄの拡大　　　・大手流通との取り組み拡大・・・PB戦略推進　

＜販売戦略＞

　　・新ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ「Mirica」の育成　　新ｷｬﾗｸﾀｰ「武井　咲」起用　　

　　・新ﾄﾞﾒｲﾝ（新機能・新用途）商品の開発

＜海外戦略＞

　　・郡是（上海）商貿と中国現地工場（山東ｸﾞﾝｾﾞ）の連携による中国販売の増強

　　・三国間貿易の強化などによるｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販売拡大

　　 ・PTGSI（ｸﾞﾝｾﾞ・ｿｯｸｽ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ）能力増強によるｿｯｸｽ事業の拡大

PB商品の拡大

ﾚｯｸﾞｳｴｱﾚｯｸﾞｳｴｱ

自動車資材拡大国内縫製市場縮小 原材料価格高騰

　　・「快眠」をﾃｰﾏとした商品の充実と新規販路の開拓

　　・中国を中心としたｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ販売の推進

　　・ﾍﾞﾄﾅﾑ・ｲﾝﾄﾞﾈｼｱでの生産増強

　　・縫製資材のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ生産体制による競争力向上

　　　　　　　　→ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭに生産・販売の新規拠点設立

　　・産業用資材（自動車用資材ほか）の生産体制強化とｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ拡販

ﾃﾞﾌﾚ継続・消費低迷 PB商品の拡大 低価格志向

重　

点　

戦　

略

ﾊｳｽｶｼﾞｭｱﾙﾊｳｽｶｼﾞｭｱﾙ

繊維資材繊維資材

4-4． ｱﾊﾟﾚﾙ事業＜ﾚｯｸﾞｳｴｱ＞事業の経過と戦略　

快眠ﾊﾟｼﾞｬﾏ快眠ﾊﾟｼﾞｬﾏ

Ｍｉｒｉｃａ新ｷｬﾗｸﾀｰ

武井　咲

Ｍｉｒｉｃａ新ｷｬﾗｸﾀｰ

武井　咲
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重

　

点

　

戦

　

略

＜資産の有効活用＞

・つかしん「にしまち」再開発（2012年10月完成予定）とﾃﾅﾝﾄ再編　

・前橋ﾘﾘｶ（2011年12月ﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝ）の集客強化　

・遊休不動産の開発

＜環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ＞

・省ｴﾈ需要を背景としたESCO事業の拡大

　　・新ﾒﾆｭｰ＆ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ導入による新会員の獲得

　　・都市型店舗出店の加速　　　→　京都店（2012年4月ｵｰﾌﾟﾝ）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　→　新店舗（2012年7月ｵｰﾌﾟﾝ予定）

不動産関連分野不動産関連分野

ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ分野ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ分野

ｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄの上昇

消費の低迷 電力供給問題

競争激化 ｽﾎﾟｰﾂ・ｳｴﾙﾈｽﾆｰｽﾞ 少子高齢化

ﾒﾆｭｰ・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの多様化 健康志向

不動産関連分野 ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ分野

4-5． ﾗｲﾌｸﾘｴｲﾄ事業＜不動産・ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ＞ 　

前橋ﾘﾘｶ　前橋ﾘﾘｶ　



　　

本資料のうち、業績見通し等に記載されている内容は、現在入手可能
な情報による判断に基づいたものであり、記載された将来の計画数
値、施策を保証するものではありません。

　　本資料は、2012年5月14日に公表した「2012年3月期　決算短信」に基づくもの
です。


